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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月19日(2021.7.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　遊技区間として、通常区間と有利区間とを有し、
　通常区間では、所定の遊技状態となる場合を有しておらず、
　有利区間では、所定の遊技状態となる場合を有しており、
　有利区間における総差数に関する値を記憶可能な所定の記憶手段を備え、
　有利区間の所定の遊技において、所定の遊技における差数に関する値（「差数に関する
値」とは、１遊技における遊技媒体の付与数から遊技媒体のベット数を減算した値とする
。以下同じ。）と所定の記憶手段に記憶されている総差数に関する値とを加算した結果が
正の値のときは、所定の遊技における差数に関する値に基づいて所定の記憶手段に記憶さ
れている総差数に関する値を更新可能とし、
　有利区間の特定の遊技において、特定の遊技における差数に関する値と所定の記憶手段
に記憶されている総差数に関する値とを加算した結果が負の値のときは、所定の記憶手段
に規定値を記憶可能とし、
　有利区間における総差数に関する値が有利区間の終了条件を満たした場合は、有利区間
を終了可能とし、
　管理者モードにおいて、音量の段階（以下、「管理者モードの音量の段階」という。）
を設定可能とし、
　遊技待機中において、遊技者により音量の段階（以下、「遊技者モードの音量の段階」
という。）を設定可能とし、
　管理者モードの音量の段階を第１の段階に設定した状況下で、遊技者モードの音量の段
階を遊技者が選択し得る最大の音量の段階とした場合と、管理者モードの音量の段階を第
２の段階に設定した状況下で、遊技者モードの音量の段階を遊技者が選択し得る最大の音
量の段階とした場合とでは、所定の演出音が異なる音量で出力される
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００５】
　本発明は、以下の解決手段によって上述の課題を解決する（かっこ書きで、対応する実
施形態の構成を示す。）。
　本発明は、
　遊技区間として、通常区間と有利区間とを有し、
　通常区間では、所定の遊技状態となる場合を有しておらず、
　有利区間では、所定の遊技状態となる場合を有しており、
　有利区間における総差数に関する値を記憶可能な所定の記憶手段（差数カウンタ）を備
え、
　有利区間の所定の遊技において、所定の遊技における差数に関する値（「差数に関する
値」とは、１遊技における遊技媒体の付与数から遊技媒体のベット数を減算した値とする
。以下同じ。）と所定の記憶手段に記憶されている総差数に関する値とを加算した結果が
正の値のときは、所定の遊技における差数に関する値に基づいて所定の記憶手段に記憶さ
れている総差数に関する値を更新可能とし、
　有利区間の特定の遊技において、特定の遊技における差数に関する値と所定の記憶手段
に記憶されている総差数に関する値とを加算した結果が負の値のときは、所定の記憶手段
に規定値を記憶可能とし、
　有利区間における総差数に関する値が有利区間の終了条件を満たした場合は、有利区間
を終了可能とし、
　管理者モードにおいて、音量の段階（以下、「管理者モードの音量の段階」という。）
を設定可能とし、
　遊技待機中において、遊技者により音量の段階（以下、「遊技者モードの音量の段階」
という。）を設定可能とし、
　管理者モードの音量の段階を第１の段階（図１６２（Ｃ）中、「小さい」）に設定した
状況下で、遊技者モードの音量の段階を遊技者が選択し得る最大の音量の段階（図１６２
（Ｃ）中、「音量５」）とした場合（図１６２（Ｃ）中、音量「４０」）と、管理者モー
ドの音量の段階を第２の段階（図１６２（Ｃ）中、「大きい」）に設定した状況下で、遊
技者モードの音量の段階を遊技者が選択し得る最大の音量の段階とした場合（図１６２（
Ｃ）中、音量「１００」）とでは、所定の演出音が異なる音量で出力される
　ことを特徴とする。
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